
有識者会合の評価を踏まえたデータ拡充

○有識者会合※1は，S-1及びS-2・S-6の活動性について，以下のとおり評価している。

• S-1の北西部については，後期更新世以降に，北東側隆起の逆断層活動により変位したと解釈するのが合理的と判断する。
• S-2・S-6は，後期更新世以降に，西側隆起の逆断層として活動した可能性がある。この際，S-2・S-6の地下延長部の断層が活動し，地表付近に変形を及ぼしたものと判断する。
• 今回の評価は，限られた資料やデータに基づいて行われており，より正確・確実な評価にするためには，「今後の課題」（次頁，次々頁）に示すデータ等の拡充が必要と考える。

○また，当社は第453回審査会合（平成29年3月10日）以降，検討すべき構造を連続性を有する未固結な粘土質薄層（シーム）ではなく，敷地に分布する構造を網羅
的に評価する観点から，破砕部を有する構造を検討すべき構造として抽出した。

○上記の有識者会合による評価及び「今後の課題」，新規制基準適合性審査での審議を踏まえ，敷地内断層（36断層）の抽出・性状の確認，評価対象断層（10断
層）の活動性評価に係るデータ拡充を実施した（右下図）。

○その結果，S-1，S-2・S-6等の敷地内断層は，いずれも将来活動する可能性のある断層等ではないと評価した。

敷地内断層（矢印は傾斜方向）
陸域：EL-4.7m，海岸部：EL0m

凡 例

【有識者会合時の調査データ】 【有識者会合以降の調査データ】

防潮堤基礎部

２号機 １号機

※1：平成２８年４月２７日原子力規制委員会，
志賀原子力発電所敷地内破砕帯の調査
に関する有識者会合

赤色：有識者会合以降の追加データ
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防潮堤基礎部

２号機 １号機

K-10

K-18，K-19，K-22，K-25，K-26については，地表付近まで
連続しないため，EL0mでの延長位置を で図示

断層：３６本



有識者会合による「今後の課題」
データ拡充

掲載箇所
調査項目 結果

①１号原子炉建屋等建設時等における，S-1とその周囲
の形状を示す未提示の写真やスケッチの提示。

変位が疑われる，S-1の北西部及びその周囲に存在す
るせん断面の活動性の判断に資する資料として，１号
原子炉建屋やタ－ビン建屋の建設時の掘削・整地作業
の際に現れた露頭及び旧A・Bトレンチにおける，S-1と
その周囲の形状を示す未提示の写真やスケッチを改め
て探して提示する。

【建設時のデータ】
・建設時の掘削法面の写真，スケッチ（1箇所）

・旧A・Bトレンチと同じ中位段丘Ⅰ面上に位置する有識者会合において
未提示の建設時の掘削法面の写真やスケッチについて確認を行った。

・その結果，S-1を挟んでMIS5eの波食面に高度差は認められない。

P.5.3-2-65～69

②S-1，S-2・S-6等の断層破砕帯やその母岩の鉱物学
的・地球化学的分析。

S-1，S-2・S-6等の水平的及び深部方向への連続性や
形成環境を検討するために，断層破砕帯及び母岩を構
成する物質の，より詳細で多面的な鉱物学的・地球化
学的分析を通じて比較検討する。

【断層破砕帯や母岩の鉱物学的・地球化学的分析】
・XRD分析（粘土分濃集）による結晶構造
・EPMA分析（定量）による化学組成
・CEC分析，XAFS分析，HRTEM観察
・温度検層（1孔）
・文献調査（敷地周辺の地温分布，能登半島の火

成活動）
・敷地周辺の変質に関する調査（7箇所）
・斜長石の曹長石化検討
・変質鉱物と第四系との関係（4箇所） 等

・敷地の断層破砕部に認められる粘土鉱物を対象に，粘土分を濃集した
XRD分析による結晶構造判定，EPMA分析による化学組成の検討等を
実施した結果，破砕部に認められる粘土鉱物は，数十％のイライトが
混合するI/S混合層であることを確認した。

・このI/S混合層は，変質鉱物の生成環境等の検討結果から，少なくとも
後期更新世以降に生成したものではない。

→ 5.2.1(1)で
詳細に検討
を実施

③S-1，S-2・S-6及びこれらの周囲に存在するせん断面
について，これらを横断する鉱物脈の有無（ある場合
はその構成鉱物），条線を含む構造同士の切断関係
に関する検討。

敷地内に分布するせん断面形成の時期を検討する上
では，せん断面を横断する鉱物脈を検討することが有
効と思われる。また，「将来活動する可能性のある断層
等」を判断する上では，最も新しい構造を判断すること
が重要である。このため，敷地内の断層同士の切断関
係やせん断面上の条線同士に新旧関係がないかにつ
いて検討する。

【鉱物脈法による評価】
・ボーリング調査（16孔）
・最新面の認定

（コア観察，CT画像観察，薄片観察）
・鉱物の同定

（EPMA分析（定量），XRD分析（粘土分濃集））
・変質鉱物の分布と最新面との関係

（EPMA分析（マッピング），薄片観察）

・S-1の旧A・Bトレンチより北西側，S-2・S-6の複数箇所及びその周囲の
せん断面（S-7，S-8等）を対象に，鉱物脈法による評価を行った。

・粘土鉱物（I/S混合層）がS-1，S-2・S-6等の最新面を横断して分布し，
最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に
変位・変形は認められない。

・仮に，S-1北西部が北東側隆起の逆断層活動により変位したとした場
合，S-1破砕部中の粘土鉱物（I/S混合層）にも同センスの変位が生じ
ると考えられるが，S-1の最新面を横断して分布する粘土鉱物（I/S混
合層）にそのような変位の痕跡は認められない。

・また仮に，S-2・S-6の地下延長部の断層が西側隆起の逆断層活動に
より変位し，地表付近に変形を与えた場合，S-2・S-6及びその上盤側
の岩盤中の断層（S-7，S-8）の破砕部中の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位を与えると考えられるが，S-2・S-6，S-7，S-8の最新面を横断して分
布する粘土鉱物（I/S混合層）にそのような変位の痕跡は認められない。

→ 5.2.2～5.2.11
で詳細に検討
を実施

○「今後の課題②，③」を踏まえ，S-1，S-2・S-6等の断層破砕部に認められる粘土鉱物（少なくとも後期更新世以降に生成したものではないI/S
混合層）を用いて，鉱物脈法による評価（詳細は5章）を行った結果，S-1，S-2・S-6等の最新活動はいずれもI/S混合層の生成以前であると評
価したことから，S-1，S-2・S-6等は将来活動する可能性のある断層等ではない。

○「今後の課題①，④～⑥」についても，データ拡充を行った結果，周辺の活断層の影響も含め，上記評価（S-1，S-2・S-6等は将来活動する可
能性のある断層等ではない）と整合することを確認した。

【有識者会合による「今後の課題」を踏まえたデータ拡充】
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有識者会合による「今後の課題」
データ拡充

掲載箇所
調査項目 結果

④S-1，S-2・S-6の連続性（深部方向，走向延長方向）及
び活動性に関する地質・地質構造に関する調査。

(1)No.2トレンチ付近でS-2・S-6の海側（西側）においてMIS5e
の海成堆積物と考えられる地層が山側へ傾く範囲を確
認する。

(2)S-2・S-6南方延長における断層露頭の有無とその状況を
確認する。

(3)S-2・S-6南方延長において中位段丘Ⅰ面堆積物との関
係を調査する。

(4)S-2・S-6南方延長海域における音波探査記録結果を再
検討する。

【S-2・S-6の海側の地形等】
・発電所建設以前の地形解析
・ボーリングデータに基づく岩盤上面

高度分布

・S-2・S-6の活動による断層上盤側の変形の有無を確認するため，S-2・S-6の海側（西
側）の改変前の地形及び岩盤上面が山側へ傾く範囲について，確認を行った。

・S-2・S-6の海側（西側）の地形及び岩盤上面が山側に傾くのは，エリア５の局所的な
範囲に限られ，その他のエリアでは山側への傾きは認められず，S-2・S-6に沿った全
線で海側（西側）の地形及び岩盤上面の系統的な山側への傾きがないことを確認した。

5.3.3

【S-2・S-6南方延長】
・ボーリング調査（4孔）
・海上音波探査記録の解析

・ボーリング調査により，S-2・S-6の南端を把握し，S-2・S-6は南方延長の中位段丘Ⅰ
面及び海岸部露岩域まで連続していないことを確認した。

・さらに南方延長海域における音波探査記録の再解析の結果，S-2・S-6南方延長海域
の3測線において断層は認められない。

補足資料
5.3-3(6)

⑤敷地周辺に分布する断層の調査（平面方向及び地下
方向）と，その広域的枠組みの中での敷地の地形・地
質構造に関する詳細な検討。

兜岩沖断層や富来川南岸断層，福浦断層など周辺活断
層も含めた広域的な枠組みの中で，敷地内の断層の位
置付け等も検討する。このため兜岩沖断層や富来川南
岸断層，福浦断層など周辺活断層も含めた広域的な枠
組みの中で，敷地内の断層の位置付け等も検討する。こ
のためS-1，S-2・S-6などの敷地内の断層の連続性と，
敷地周辺に分布する断層との関係を明らかにする。岩盤
中の地質構造の調査にあたっては，ボーリング調査は
点の情報であるため，VSP（Vertical Seismic Profile）探査
などの物理探査により，ボーリングで得られた点情報を
面として繋ぐことを試みる必要がある。

【福浦断層】
・ボーリング調査（2孔）
・反射法地震探査（2測線）

【富来川南岸断層】
・ボーリング調査（1孔）
・反射法地震探査（1測線）
・重力探査（重力勾配テンソル解析，
2次元タルワニ法解析）

・海上音波探査記録の解析
【碁盤島沖断層，兜岩沖断層】

・海底重力探査（測定点：275点）
・海上音波探査記録の解析

【敷地地下深部】
・反射法地震探査・VSP探査（1測線）

・敷地近傍の４断層（福浦断層，富来川南岸断層，碁盤島沖断層，兜岩沖断層）の分布
形態を検討し，敷地深部へ連続する可能性のある断層については，反射法地震探査
及びVSP探査により，敷地内断層との連続性を検討した。

・碁盤島沖断層は，敷地から遠ざかる方向に傾斜する断層であり，敷地深部へ連続し
ない。

・富来川南岸断層は，南西方海域において連続性が途絶えており，敷地深部へ連続し
ない。

・福浦断層，兜岩沖断層は，敷地に向かって傾斜し，敷地深部へ連続する可能性があ
るが，反射法地震探査・VSP探査によれば，福浦断層と兜岩沖断層の間の敷地地下
深部に，花崗岩上面に変位を与える断層は認められない。

・よって，敷地近傍の４断層（福浦断層，富来川南岸断層，碁盤島沖断層，兜岩沖断
層）は，いずれも敷地内断層と連続するものではない。

5.4.1

⑥“沖積段丘”と称されている完新世段丘の形成要因や高
度分布に関する調査・検討。完新世段丘の存在と高度
分布から海底に推定される断層と，既知の敷地内及び
周辺に分布する断層との連続性，活動時期・履歴に関
する調査。

敷地周辺から福浦～富来間では，2段の完新世段丘面
が報告され(渡辺ほか，2015)，M面やH面も同様に北方
へ高くなる。この隆起運動は間欠的な地震性隆起を示唆
しており，段丘面形成要因として渡辺ほか(2015)によって
指摘される海底活断層の位置形状，兜岩沖断層や富来
川南岸断層への連続性や敷地内破砕帯への地下延長
方向を含めた連続性の検討，及び活動時期・履歴を検
討する。特に，兜岩沖断層との関係については，同断層
の活動性や規模，活動時期・履歴等の判断に必要な情
報を検討する。

【海域の地下構造】
・海上音波探査記録の解析
・海底重力探査（測定点：275点）
・重力勾配テンソル解析

・富来川南岸断層～兜岩沖断層間の海域の地質構造について，既存の海上音波探査
結果に加え，新たに実施した海底重力測定の結果を用いて，検討した。

・海上音波探査の結果，富来川南岸断層～兜岩沖断層間の海底において，いずれの
地層にも断層が推定できるような変位・変形は認められない。また，断層構造の連続
性を検討するために，海域のD2層上面の形状を確認した結果，富来川南岸断層から
兜岩沖断層に連続する構造は推定されない。

・海底重力探査の結果を加えたブーゲー異常図から，富来川南岸断層に沿って南側に
重力異常の高まりが認められるが，南西方海域の兜岩沖断層との間には連続する重
力構造は認められない。

・上記の結果を踏まえると，富来川南岸断層から兜岩沖断層に連続する構造は認めら
れず，完新世段丘の存在と高度分布から海底に推定される断層は認められない。

・よって，敷地内及び周辺に分布する断層と連続する断層はない。

5.4.2

【地形面の地質調査】
・ボーリング調査（7孔）
・トレンチ調査（1箇所）

・渡辺ほか（2015）が富来川南岸断層から兜岩沖断層に連続する構造を推定する根拠
としているA面と離水ベンチの関係を検討するため，ボーリング，トレンチ調査を行った。

・A面は，下位のベンチとほぼ同程度の高さ（標高約2m）である海成堆積物や岩盤の上
面を人工改変土や陸成堆積物が覆っている地形面，あるいは河川により侵食された
と考えられる基盤岩を，陸成堆積物が厚く覆っている地形面であることを確認した。

・上記の調査結果から，本地域において完新世の2段のベンチは認められない。
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